
2004年11月号の総合演劇雑誌テアトロで、野田秀樹氏
と並んで、ベストスリーに選ばれた際の、演劇評論家
渡辺保氏のコメント抜粋。

久間勝彦の「ラストシャフル」は、一人の資産家の老人をめぐる
風俗劇だが、普通の風俗劇のそれとは違って、この戯曲には実に
奇想天外な仕掛けがある。まだ見ていない人のために、その謎を
あかすことは出来ないが、私は大詰めに至って仰天した。
この仕掛けが現代人の生活を描いたドラマに深みと立体感を与え
ている。平凡で現実的な家庭劇が何重もの顔に見えるのは、この
作家のウデである。

2004年11月号の
雑誌テアトロで
ベストスリーに
選ばれる。


